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世
界
の
谷
崎
潤
一
郎

ナ
ボ
コ
フ
の
「
ロ
リ
l
タ
」
と
谷
崎
の

ー
ー
ー
対
比
の
試
み

一、

ナ
ボ
コ
フ
と
谷
崎

日
本
文
学
、
ア
メ
リ
カ
文
学
の
双
方
に
関
心
の
あ
る
者
は
、
こ
の
二
人

の
天
才
文
学
者
を
比
較
し
て
み
た
い
と
い
う
誘
惑
に
か
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
ど
ち
ら
も
そ
の
国
の
一
時
代
を
代
表
す
る
、
一
流
の
小
説
家
で
あ

る
。
双
方
と
も
に
極
め
て
多
作
で
あ
り
、
数
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ

て
、
驚
く
ほ
ど
多
様
な
作
品
を
生
み
出
し
た
。
し
か
も
二
人
は
、
性
的
妄

想
と
い
う
テ

l
マ
を
中
心
に
据
え
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
作
品
の
著
者
と
し

て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ウ
ラ
ジ

l
ミ
ル
・
ナ
ポ
コ
フ
の
『
ロ
リ
l
タ
』
は
一
九
五
四
年
に
完
成

し
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
本
、
い
わ
ば
猿
褒
本
の
出
版
で
知
ら
れ
る
パ
リ
の

オ
リ
ン
ピ
ア
・
プ
レ
ス
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
不
道
徳
で
倒
錯
し
た
内
容
だ

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
主
だ
っ
た
出
版
社
に
次
々
・
と
断
ら
れ
た
揚
句
の
出

版
で
あ
っ
た
(
注
I
)
。
こ
の
近
代
の
古
典
が
英
米
の
主
要
な
出
版
社
か
ら

出
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
後
数
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。
谷
崎
の
作
品
も

ま
た
、
し
ば
し
ば
検
閲
に
ひ
っ
か
か
っ
た
。
小
に
は
一
九
一

0
年
代
、
今

日
の
読
者
か
ら
見
る
と
全
く
無
害
な
初
期
作
品
「
異
端
者
の
悲
し
み
」
に

対
す
る
干
渉
に
始
ま
り
(
注
2
)
、
大
に
は
一
九
三

0
年
代
末
、
国
粋
的
・

軍
国
主
義
的
内
容
が
欠
如
し
て
い
る
と
し
て
『
細
雪
』
に
圧
力
が
か
げ
ら

「
痴
人
の
愛
」

ポ

Yレ

マ
ツ
カ

ン

西
原
大
輔
訳

れ
る
に
至
る
ま
で
(
注
3
)
、
し
ば
し
ば
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か

し
ナ
ボ
コ
フ
の
「
ロ
リ
l
タ
』
問
題
に
最
も
近
い
の
は
、
一
九
五

0
年
代

の
「
鍵
」
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
ろ
う
。
『
中
央
公
論
」
に
作
品
の
一
部
が

掲
載
さ
れ
る
や
、
ワ
イ
セ
ツ
作
品
だ
と
の
嫌
疑
を
受
げ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
作
者
は
草
稿
の
筋
の
変
更
・
省
略
を
決
心
し
、
作
品
は
完
成
さ
れ

た
。
当
時
「
中
央
公
論
」
編
集
長
だ
っ
た
嶋
中
鴎
二
氏
が
言
う
よ
う
に
、

谷
崎
が
も
と
も
と
構
想
し
て
い
た
小
説
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

は
謎
で
あ
る
(
注
4
)
。

こ
の
二
人
の
偉
大
で
息
の
長
い
文
豪
の
類
似
点
が
際
立
っ
た
も
の
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
方
で
違
い
も
ま
た
著
し
い
。
谷
崎
は
関
西
を
愛

し
、
関
西
に
長
い
こ
と
住
ん
だ
も
の
の
、
生
粋
の
江
戸
つ
子
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
担
っ
か
ら
の
日
本
人
で
あ
る
。
自
意
識
過
剰
で
一
肩
肘
張
っ
て
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
に
日
本
人
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ご
く
自
然
に
日
本
人
で

あ
っ
た
。
日
本
に
生
ま
れ
育
ち
、
日
本
で
教
育
を
受
げ
、
生
涯
を
通
じ
日

本
で
作
家
と
し
て
の
仕
事
を
し
た
。
戦
前
、
中
国
へ
二
度
旅
行
し
た
以

外
、
日
本
を
陸
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
永
井
荷
風
は
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ

ン
ス
で
数
年
間
暮
ら
し
て
い
る
。
森
島
外
も
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
不
幸
な

恋
愛
事
件
に
遭
遇
し
た
。
夏
目
滋
石
は
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
不
愉
快
な
思

い
を
し
た
結
果
、
発
狂
寸
前
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
著
名
な
日
本
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人
作
家
と
は
異
な
り
、
谷
崎
は
積
極
的
に
欧
米
の
地
を
踏
も
う
と
は
し
な

か
っ
た
(
注
5
)
。
伎
の
西
洋
に
関
す
る
知
誌
は
、
広
範
な
読
書
体
験
、
及

ぴ
日
本
に
移
植
さ
れ
た
同
時
代
の
様
々
な
西
洋
文
化
か
ら
得
た
も
の
で
あ

る。
中
村
光
夫
は
初
期
の
谷
崎
研
究
で
、
谷
崎
の
「
西
洋
崇
拝
」
は
視
野
が

扶
く
一
面
的
で
、
従
っ
て
い
か
に
も
浅
薄
だ
と
指
摘
し
て
い
る
(
注
6
}
。

文
学
愛
好
者
で
あ
り
時
業
作
家
で
あ
る
谷
崎
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世

紀
に
か
け
て
の
西
洋
の
小
説
に
よ
く
通
じ
て
い
た
。
ス
タ
ン
ダ
1
ル
、
ワ

イ
ル
ド
、
ハ

l
デ
ィ

l
の
作
品
を
日
本
語
に
翻
訳
し
、
「
春
琴
抄
」
の
筋

立
て
を
ハ

l
デ
ィ

l
の
「
グ
リ
I
プ
家
の
パ

l
パ
ラ
」
か
ら
採
っ
て
い
る

(注
7
)
。
同
様
に
、
ワ
イ
ル
ド
の
「
謎
の
な
い
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
」
が
刺
激

と
な
り
、
こ
れ
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
谷
崎
独
自
の
「
秘
密
」
が
生
ま

れ
て
い
る
主
主
。
従
っ
て
、
谷
崎
が
近
代
西
洋
文
学
を
広
く
深
く
知
っ

て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

中
村
の
評
論
は
文
学
の
枠
を
越
え
、
文
化
一
般
を
見
据
え
て
い
る
。
谷

崎
の
西
洋
観
は
一
面
的
で
歪
ん
で
い
る
と
中
村
は
言
っ
て
い
る
。
谷
崎

は
、
西
洋
の
偉
大
な
伝
統
や
精
神
文
化
に
つ
い
て
は
、
近
代
文
学
以
外
ほ

と
ん
ど
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
西
洋
の
宗
教
、
哲
学
、
政
治
論
、
経
済
理

論
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
作
品
に
現
れ
た
と
し

て
も
、
装
飾
的
な
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
り
、
故
意
に
歪
め
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
り
す
る
。

ナ
ポ
コ
フ
は
対
照
的
に
、
複
数
の
文
化
の
落
と
し
子
で
あ
っ
た
。
帝
政

ロ
シ
ア
に
生
ま
れ
、
母
国
語
ロ
シ
ア
語
の
他
に
英
仏
両
語
を
幼
少
期
に
習

っ
て
い
る
。
家
族
と
共
に
西
欧
に
亡
命
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
に
学
び
、
ロ

シ
ア
の
知
識
人
作
家
と
し
て
戦
前
の
ド
イ
ツ
で
亡
命
生
活
を
送
る
。
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
台
頭
と
共
に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
、
東
海
岸
の
さ
ま
ざ
ま
な
大

学
、
主
に
名
門
大
学
で
、
露
語
露
文
学
の
講
師
と
し
て
生
計
を
立
て
た

(注
9
)
。
ま
も
な
く
ナ
ボ
コ
フ
は
英
語
で
小
説
を
書
き
始
め
る
が
、
彼
の

英
語
は
磨
き
抜
か
れ
た
、
優
雅
な
、
し
か
し
必
一
か
特
異
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
外
国
語
で
書
く
は
め
に
陥
っ
た
た
め
に
失
わ
れ
た
も
の
が

あ
る
と
嘆
き
は
す
る
も
の
の
、
熟
達
の
名
文
家
と
し
て
世
評
は
高
か
っ

た。
谷
崎
と
同
様
、
ナ
ポ
コ
フ
は
多
く
の
国
の
文
学
に
よ
く
通
じ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
み
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
伝
統
を
共
有
し

て
い
る
国
の
文
学
で
あ
っ
た
。
谷
崎
ら
日
本
人
作
家
と
は
異
な
り
、
ナ
ポ

コ
フ
は
全
く
異
質
な
文
明
の
文
学
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
る
必
要
を
感
じ
な
か

っ
た
。
こ
の
点
で
、
対
比
は
成
立
し
な
い
。
イ
ェ

l
ツ
・
バ
ウ
ン
ド
・
ウ

ェ
l
リ
l
ら
一
部
を
除
き
、
西
洋
人
作
家
は
東
洋
文
化
に
専
心
す
る
必
要

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
状
況
は
、
他
の
全
て
の
ア
ジ
ア
の
知
識

人
や
文
学
者
と
同
様
、
西
洋
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
西
洋
文
化
を
受
容

し
、
変
容
さ
せ
、
ま
た
反
抗
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
無
視
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
っ
た
。
西
洋
文
化
が
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
図
り
知
れ
ず
、

知
ら
ぬ
ふ
り
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
ナ
ポ
コ
フ
と
谷
崎
の
「
多
文
化
主
義
」
を

単
純
に
比
べ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
不
公
平
だ
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。

天
秤
は
西
洋
側
に
相
当
有
利
に
傾
い
て
い
る
。
ナ
ボ
コ
フ
は
幅
広
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
伝
統
内
で
多
く
の
文
化
に
通
じ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
西
洋

同
様
に
幅
広
い
東
洋
文
明
の
流
れ
に
は
無
知
無
関
心
で
あ
ろ
う
。
天
秤
は

東
洋
側
に
不
利
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
谷
崎
は
、
仏
教
・
儒
教
・
日
本
固
有

の
文
化
と
い
っ
た
、
東
洋
文
明
内
の
多
く
の
要
素
に
関
し
て
知
識
を
備
え

て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
西
洋
の
伝
統
と
い
う
異
質
な
も
の
に
直
面
し
、

何
と
か
こ
れ
を
習
得
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
「
近
代
」
と
い
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う
も
の
も
加
わ
っ
て
い
る
。

中
村
が
近
代
日
本
の
知
識
人
に
求
め
て
い
る
の
は
、
西
洋
文
明
の
源
泉

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
科
学
技
術
的
、
物
質
万
能
主
義
的
、
消
費

主
義
的
な
わ
か
り
や
す
い
主
張
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
、
「
近
代
西
洋
文

明
」
だ
げ
を
受
容
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ギ

リ
シ
ャ
・
ロ

l
マ
、
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
、
宗
教
改
革
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
、
啓
蒙
主
義
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
、
二
、
三
千
年
に
及
ぶ
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
文
化
的
立
場
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
坪
内
遊

遥
、
夏
目
激
石
、
森
鴎
外
、
永
井
荷
風
と
い
っ
た
各
々
の
作
家
は
、
そ
れ

ぞ
れ
露
・
英
・
独
・
仏
の
文
化
に
、
様
々
な
や
り
方
で
真
撃
に
取
り
組
ん

だ
と
中
村
は
言
い
た
い
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
谷
崎
の
文
章
に
は
、
比
較

的
真
剣
な
西
洋
と
の
出
会
い
、
西
洋
の
特
定
の
国
や
文
化
と
の
出
会
い
を

見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
ナ
ボ
コ
フ
は
、
英
米
独
仏
露
と
い
っ
た
様
々
な
西
洋
文
化
の
多
様

な
側
面
に
取
り
組
み
、
作
品
に
描
い
て
い
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
知
的
問

題
に
対
す
る
彼
の
意
見
は
未
熟
だ
と
言
う
批
評
家
も
あ
る
と
は
い
え

(
注
叩
)
、
と
も
か
く
近
代
世
界
で
影
響
力
の
あ
っ
た
思
想
に
つ
い
て
、
ナ

ボ
コ
フ
は
広
く
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
生
い
立
ち
か
ら
し
て
、
マ
ル

ク
ス
H
レ
l
ニ
ン
主
義
を
軽
蔑
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う

が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
人
種
差
別
に
対
す
る
攻
撃
も
ま
た
激
烈
を
き
わ
め

た
。
政
治
的
に
は
、
英
米
政
治
の
主
流
た
る
、
一
種
リ
ベ
ラ
ル
な
人
道
主

義
政
策
の
支
持
者
だ
っ
た
よ
う
だ
。
宗
教
は
分
類
し
て
あ
げ
つ
ら
う
も
の

で
は
な
い
が
、
狂
信
者
や
偽
善
者
に
悪
用
さ
れ
う
る
こ
と
は
認
め
て
い

た
。
恐
ら
く
最
も
有
名
な
の
は
、
精
神
分
析
な
ど
、
く
だ
ら
な
い
エ
セ
科

学
、
創
始
者
フ
ロ
イ
ト
の
吹
き
替
え
に
す
ぎ
ぬ
と
し
て
、
軽
蔑
を
加
え
て

い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
文
学
の
面
で
は
、
「
過
大
評
価
」
さ
れ
て
い
る
「
生

半
可
な
」
作
家
た
ち
を
攻
撃
し
た
。
ナ
ポ
コ
フ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
凡
庸

な
性
格
の
持
ち
主
で
、
写
実
的
措
写
へ
と
進
む
傾
向
を
有
し
、
「
思
想
」

及
び
思
想
の
器
と
し
て
の
文
学
な
ぞ
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う
。
パ

ル
ザ
ツ
ク
、
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
、
ト

1
マ
ス
・
マ
ン
の
よ
う
な
連
中

が
、
ナ
ポ
コ
フ
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
に
載
っ
て
お
り
、
印
象
的
だ
。
こ

の
よ
う
に
、
中
村
が
谷
崎
作
品
に
欠
け
て
い
る
と
指
摘
し
た
多
く
の
点
に

つ
い
て
、
ナ
ポ
コ
フ
は
ま
が
り
な
り
に
も
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る。
し
か
し
、
大
衆
文
化
に
対
す
る
奥
味
関
心
と
い
う
点
で
は
、
二
人
の
文

豪
は
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
。
谷
崎
は
歌
舞
伎
や
老
舗
の
豆
腐
や
刺
身
の

よ
う
な
、
伝
統
的
江
戸
町
人
文
化
の
名
残
を
喜
ん
だ
。
ま
た
舶
来
の
酒
落

た
モ
ダ
ン
な
西
洋
文
化
に
も
目
が
な
か
っ
た
。
ス
パ
ッ
ツ
や
山
高
帽
、

「
本
物
の
ウ
ス
タ
l
ソ
l
ス
」
を
か
り
た
ロ
ー
ス
ト
・
ピ

l
フ
、
ア
ブ
サ

ン
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
、
コ
ニ
ャ
ッ
ク
、
そ
し
て
何
よ
り
も
活
動
写
真
(
注
U
)
。

谷
崎
は
初
期
の
映
画
を
楽
し
ん
だ
ば
か
り
か
、
現
代
大
衆
芸
術
の
様
式
と

し
て
、
そ
の
可
能
性
に
た
ち
ど
こ
ろ
に
目
を
つ
り
た
。
一
九
二

0
年
代
、

彼
は
日
本
映
画
の
脚
本
を
数
多
く
手
が
け
て
お
り
、
現
在
映
画
研
究
者
ら

は
、
谷
崎
の
全
仕
事
の
中
の
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
に
大
き
な
関
心
を
寄

せ
、
絶
賛
し
て
い
る

2
2
0
要
す
る
に
、
谷
崎
は
少
な
く
と
も
中
年
期

ま
で
、
当
時
の
大
衆
文
化
に
凝
っ
て
い
た
の
だ
。
ス
ノ
ピ
ズ
ム
な
ど
も
な

く
、
自
分
自
身
の
趣
味
に
自
信
満
々
だ
っ
た
た
め
、
谷
崎
は
純
粋
な
情
熱

を
も
っ
て
こ
の
「
大
衆
文
化
」
に
遁
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
単
に

斜
に
構
え
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
伎
の
有
名
な

半
喜
劇
的
小
説
『
痴
人
の
愛
」
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

ナ
ボ
コ
フ
も
ま
た
、
『
ロ
リ

l
タ
』
で
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
文
化
を
ふ
ん
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だ
ん
に
利
用
し
て
い
る
。
語
り
手
の
主
人
公
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人

で
、
学
者
の
端
く
れ
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
亡
命
者
で
あ
っ
た
。
主

人
公
が
ヒ
ロ
イ
ン
と
か
か
わ
り
あ
い
、
オ
デ
ユ
ツ
セ
ウ
ス
も
ど
き
の
ア
メ

リ
カ
週
歴
を
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
や
そ
の
風
景
、
モ
ー
テ
ル
、
フ
ァ
ー

ス
ト
・
フ

l
ド
店
、
教
育
機
関
と
い
っ
た
、
高
低
さ
ま
ざ
ま
の
部
分
に
光

が
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
主
人
公
ハ
ン
パ

l
ト
・
ハ
ン
パ

1
ト
は
、
作
者

ナ
ポ
コ
フ
自
身
と
同
様
、
五
十
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
ひ

き
つ
げ
ら
れ
、
胸
躍
ら
せ
、
そ
し
て
眉
を
翠
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
ち
ろ
ん
、
『
痴
人
の
愛
』
の
譲
治
の
場
合
に
比
べ
、
ハ
ン
パ

l
ト
は
自

分
を
と
り
ま
く
文
化
環
境
に
対
し
て
距
離
を
置
き
(
一
方
は
亡
命
知
識

人
・
学
者
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
母
国
に
住
む
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
だ
)
、

皮
肉
、
さ
ら
に
は
パ
ロ
デ
ィ
ー
の
余
地
を
も
残
し
て
い
る
。

谷
崎
の
感
性
が
本
質
的
に
プ
ル
ジ
ユ
ア
の
(
江
戸
・
東
京
下
町
町
人

の
)
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
ナ
ポ
コ
フ
の
感
性
は
貴
族
の
、
彼
が
生

ま
れ
つ
い
た
富
裕
な
貴
族
階
級
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
文
体
と
い
う
点
か
ら

言
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仕
込
み
の
、
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
わ
ざ
と
ら
し
い

ほ
ど
上
品
な
ハ
ン
パ

l
ト
の
言
葉
、
上
流
文
化
の
後
を
追
お
う
と
す
る
中

産
階
級
的
シ
ャ

l
ロ
ッ
ト
・
へ
イ
ズ
の
口
調
、
娘
ロ
リ
l
タ
の
、
下
品
だ

が
生
き
生
き
と
し
た
素
朴
な
俗
語
、
こ
れ
ら
が
交
錯
す
る
点
が
、
小
説
の

魅
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

一一、

「
ロ
リ
l
タ
」
と
「
痴
人
の
愛
」

取
り
上
げ
た
二
篇
の
小
説
の
あ
ら
ま
し
を
書
き
連
ね
る
余
裕
は
な
い

が
、
構
想
・
構
造
を
検
討
し
、
類
似
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

も
大
切
だ
ろ
う
。
『
痴
人
の
愛
」
で
、
中
産
階
級
の
技
師
河
合
譲
治
は
、

カ
フ
ェ
に
奉
公
す
る
少
女
を
見
か
け
、
女
が
ほ
ぼ
自
分
の
理
想
的
な
「
タ

イ
プ
」
だ
と
気
づ
き
、
関
係
を
結
ん
で
同
棲
し
始
め
る
。
二
人
の
関
係
は

時
間
と
共
に
変
化
し
た
。
出
会
っ
た
時
ナ
オ
ミ
は
わ
ず
か
十
五
歳
で
「
ウ

エ
イ
ト
レ
ス
の
卵
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
(
三
頁
)
。
一
方
譲
治
は
一
人
前
の

二
十
八
歳
で
、
「
最
初
の
私
の
計
画
は
、
兎
に
角
此
の
児
を
引
き
取
っ
て

世
話
を
し
て
や
ら
う
(
中
略
)
此
れ
は
一
面
か
ら
云
ふ
と
、
彼
女
に
同
情

し
た
結
果
」
(
六
頁
)
だ
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
男
は
直
接
性
的
な

動
機
か
ら
行
動
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
将
来
の
事
も
考
え

て
い
た
。
少
女
に
同
情
を
寄
せ
る
や
、
男
は
「
ナ
オ
ミ
の
や
う
な
少
女
を

家
に
引
き
取
っ
て
、
徐
に
そ
の
成
長
を
見
届
け
て
か
ら
、
気
に
入
っ
た
ら

ば
委
に
貰
ふ
と
云
ふ
方
法
が
一
番
い
〉
」
(
八
頁
)
と
述
べ
る
。
し
か
し

そ
の
問
「
私
と
ナ
オ
ミ
で
た
わ
い
の
な
い
ま
ま
ご
と
を
す
る
」
(
八
頁
)

と
い
う
。
そ
し
て
当
初
、
二
人
は
本
当
に
言
葉
通
り
、
鬼
ご
っ
こ
や
目
隠

し
や
お
馬
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
て
「
遊
ぶ
」
の
で
あ
る
。
海
辺
に
滞
在
中
、

新
し
い
親
密
な
遊
び
が
始
ま
っ
た
。
譲
治
は
定
期
的
に
ナ
オ
ミ
を
お
湯
へ

入
れ
て
や
る
。
そ
し
て
一
年
ほ
ど
た
ち
、
少
女
が
十
六
の
春
を
迎
え
た

時
、
二
人
の
関
係
は
性
的
な
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
お
互

い
了
解
が
で
き
て
お
り
、
籍
は
入
れ
た
も
の
の
、
世
間
に
は
知
ら
せ
な
か

っ
た
。こ

の
夫
婦
は
妙
な
取
り
合
わ
せ
で
、
年
齢
も
出
自
も
教
育
も
異
な
っ
て

い
た
が
、
少
な
く
と
も
形
式
面
で
は
、
二
人
の
関
係
に
何
の
法
的
道
徳
的

問
題
も
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
最
後
に
は
結
婚
し
よ
う
と
目
論
み
つ
つ
少

女
を
育
て
る
と
い
う
部
分
は
、
西
洋
人
読
者
に
と
っ
て
は
か
な
り
衝
撃
的

だ
が
、
日
本
人
読
者
に
と
っ
て
は
、
『
源
氏
物
語
」
以
来
親
し
ん
で
き
た

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
光
源
氏
は
若
紫
に
対
し
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
こ
と
を

行
っ
て
い
る
。
譲
治
と
ナ
オ
ミ
の
世
界
は
源
氏
と
若
紫
の
世
界
と
は
遥
か

に
閤
た
っ
て
お
り
、
古
典
と
の
類
似
は
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
の
側
面
も
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あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
男
女
関
係
自
体
は
古
典
に
先

例
が
あ
り
、
決
し
て
下
等
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
注
目
)
。

ナ
ボ
コ
フ
の
ハ
ン
パ

l
ト
・
ハ
ン
パ

l
ト
は
ロ
リ
l
タ
と
の
関
係
に
お

い
て
似
た
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
や
ま
し
さ
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

性
は
、
終
始
一
貫
し
て
強
い
も
の
だ
っ
た
。
ハ
ン
パ

l
ト
が
理
想
的
少
女

と
出
会
っ
た
の
は
、
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
町
の
中
産
階
級
の

家
庭
で
あ
り
、
男
が
密
か
に
女
給
を
漁
り
に
行
く
よ
う
な
「
カ
フ
ェ
エ
」

で
は
な
か
っ
た
。
女
は
十
五
歳
ど
こ
ろ
か
、
僅
か
十
二
歳
で
あ
る
。
し
か

も
ハ
ン
パ

l
ト
は
最
初
か
ら
、
艶
情
や
性
的
関
心
か
ら
少
女
を
眺
め
て
い

た
。
ロ
リ
l
タ
は
、
初
恋
の
相
手
ア
ナ
ペ
ル
・
リ
l
の
生
ま
れ
変
わ
り
で

あ
り
、
男
が
全
人
生
を
か
げ
て
求
め
続
げ
て
き
た
「
タ
イ
プ
」
で
あ
っ

た
。
男
が
初
め
て
彼
女
を
目
に
し
た
そ
の
時
か
ら
、
き
わ
ど
い
エ
ロ
テ
イ

シ
ズ
ム
が
描
写
に
現
れ
る
。
ハ
ン
パ

l
ト
の
胸
中
の
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
想

像
が
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
で
楽
し
い
「
遊
び
」
の
ほ
む
ら
と
燃
え
盛
る
の

は
、
そ
れ
か
ら
ほ
ん
の
数
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ハ
ン
パ

l
ト
を
愛
す
る
ロ
リ

l
タ
の
母
が
、
娘
を
邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う

サ
マ

1
・
キ
ャ
ン
プ
に
や
っ
て
し
ま
う
と
、
こ
の
放
蕩
は
進
展
を
妨
げ
ら

れ
て
し
ま
う
。
ハ
ン
パ

l
ト
は
娘
に
近
づ
く
た
め
に
そ
の
母
親
と
結
婚
す

る
が
、
悲
劇
と
も
喜
劇
と
も
つ
か
ぬ
事
件
が
起
こ
り
、
母
親
の
方
は
舞
台

か
ら
消
え
る
。
今
や
ハ
ン
パ

l
ト
は
養
父
の
位
置
に
あ
っ
た
。
義
理
の
娘

と
長
旅
に
出
る
や
、
二
人
は
関
係
を
結
ぶ
。
男
は
制
定
法
上
の
強
姦
を
働

い
た
ば
か
り
か
(
ロ
リ

l
タ
は
合
意
の
上
で
性
交
を
行
う
に
は
幼
す
ぎ

た
)
、
半
近
親
相
姦
を
も
犯
し
た
の
で
あ
る
。
法
的
道
徳
的
な
罪
の
意
識

が
全
巻
に
鋭
く
影
を
投
げ
か
け
、
な
ま
め
い
た
熱
情
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
喜
劇

双
方
の
場
面
を
、
複
雑
で
陰
影
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
結
果
ナ
ボ
コ
フ

の
小
説
は
、
谷
崎
作
品
に
比
べ
随
分
色
調
が
暗
く
、
不
安
定
な
暖
昧
さ
に

満
ち
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
人
の
ヒ
ロ
イ
ン
も
ま
た
、
似
通
っ
た
面
は
あ
る
も
の
の
、
よ
り
重
要

な
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
双
方
と
も
単
純
で
育
ち
の
悪
い
女
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
が
、
年
上
の
恋
人
を
踊
す
段
に
な
る
と
、
悪
知
恵
や
二
面
性
を

遺
憾
な
く
発
揮
す
る
。
物
語
の
前
半
で
、
譲
治
は
ナ
オ
ミ
を
頻
り
と
動
物

に
な
ぞ
ら
え
る
。
ナ
オ
ミ
は
「
小
鳥
」
(
七
頁
)
、
「
賢
い
犬
」
(
十
頁
)
、

「
野
生
の
獣
」
(
一
一
七
頁
)
、
「
惇
馬
」
(
一
二
七
頁
)
だ
と
さ
れ
る
。
後

に
、
十
九
歳
の
彼
女
が
譲
治
を
裏
切
り
、
何
人
か
の
別
な
男
と
関
係
し
て

い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
時
、
彼
は
ナ
オ
ミ
を
「
卑
し
む
べ
き
娼
婦
」
(
二

一
O
頁
)
と
思
う
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
彼
が
ナ
オ
ミ
を
捨
て
よ
う
と
心

に
決
め
た
時
に
は
、
「
邪
悪
の
化
身
の
や
う
な
姿
」
(
一
二
八
頁
)
と
述
べ

ら
れ
る
。
譲
治
は
ナ
オ
ミ
を
殴
り
つ
け
、
「
犬
!
人
非
人
!
」
(
一
二
九

頁
)
と
罵
倒
し
、
家
か
ら
追
い
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
て
二
時
間
も
す
る
と
、
彼
の
気
持
ち
は
急
に
変
わ
り
始
め

た
。
「
だ
ん
戸
¥
そ
の
憎
ら
し
さ
が
底
の
知
れ
な
い
美
し
さ
に
変
っ
て
行

く
の
で
し
た
(
中
略
)
[
彼
女
の
顔
は
]
「
邪
悪
の
化
身
」
で
あ
っ
て
、
そ

し
て
同
時
に
、
彼
女
の
体
と
魂
と
が
持
つ
悉
く
の
美
が
、
最
高
潮
の
形
に

於
い
て
発
揚
さ
れ
た
姿
な
の
で
す
」
(
二
二
二
頁
)
。
こ
こ
に
は
、
批
評
家

の
言
う
谷
崎
の
「
悪
魔
趣
味
」
が
現
れ
て
い
る
。
悪
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

美
し
い
。
非
難
し
た
り
軽
蔑
し
た
り
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
前
に
覧
拝
す

る
。
こ
の
自
虐
性
自
体
、
い
わ
ば
谷
崎
的
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
、
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ

ム
の
具
体
的
表
現
で
あ
る
。
「
私
は
彼
女
が
恋
し
さ
の
余
り
(
中
略
)
一
一

階
へ
行
っ
て
、
彼
女
の
古
着
を
引
っ
張
り
出
し
て
そ
れ
を
何
枚
も
背
中
に

載
せ
、
彼
女
の
足
袋
を
両
手
に
依
め
て
、
文
そ
の
部
匡
を
四
つ
ン
這
ひ
に

な
っ
て
歩
き
ま
し
た
」
(
二
二
三

l
二
二
四
頁
)
。
こ
の
文
字
ど
お
り
の
偶

像
崇
拝
の
流
れ
を
受
け
て
、
譲
治
は
家
を
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
ナ
オ
ミ
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を
「
希
臨
の
彫
刻
か
奈
良
の
仏
像
(
中
略
)
芸
術
品
」
(
二
二
五
頁
)
に

な
ぞ
ら
え
、
「
そ
れ
を
し
み

P
¥眺
め
て
ゐ
る
と
、
宗
教
的
な
感
激
さ
へ

が
湧
い
て
来
る
」
(
二
二
五
頁
)
と
い
う
。

そ
の
後
あ
れ
こ
れ
あ
っ
て
、
ナ
オ
ミ
と
譲
治
は
再
び
一
緒
に
暮
ら
し
始

め
る
。
今
度
は
ナ
オ
ミ
の
や
り
た
い
放
題
で
あ
っ
た
。
小
説
の
最
後
の
部
.

分
で
、
冒
頭
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
う
一
つ
の
描
写
の
モ
チ
ー
フ
が
、
新

た
に
強
調
さ
れ
る
。
外
国
的
な
白
い
女
神
と
し
て
の
ナ
オ
ミ
で
あ
る
。
冒

頭
で
ナ
オ
ミ
は
、
カ
ナ
ダ
人
映
画
女
優
メ
リ
l
・
ピ
ク
フ
ォ
ー
ド
に
似
て

お
り
、
混
血
児
の
よ
う
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
今
や
彼
女
は
「
大
理
石
の
ヴ

イ
ナ
ス
の
像
」
(
二
八
一
頁
)
と
描
か
れ
る
。
ナ
オ
ミ
の
「
真
?
自
に
冴

え
」
(
二
八
七
頁
)
た
肌
は
剃
毛
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
西
洋
」
や

「
E
米
利
加
の
女
」
(
二
八
八
頁
)
を
見
習
っ
た
新
し
い
習
慣
で
あ
っ
た
。

そ
の
上
ナ
オ
ミ
は
新
た
な
関
係
の
下
で
、
「
此
れ
か
ら
成
る
べ
く
西
洋
人

と
附
き
合
ふ
の
、
日
本
人
よ
り
面
白
い
わ
」
(
二
九
六
頁
)
と
宣
言
す
る
。

気
の
毒
に
譲
治
は
服
従
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
ナ
オ
ミ
は
、
有
閑
マ
ダ
ム
と
し
て
、
望
み
の
生
活
を
手
に
し

た
。
「
体
ぢ
ゅ
う
へ
お
白
粉
を
塗
り
」
(
三

O
一
頁
)
、
マ
ツ
カ
ネ
ル
と
か

デ
ュ
ガ
ン
と
か
ユ
ス
タ
ス
と
い
っ
た
名
前
の
新
し
い
友
達
と
出
か
け
る
の

で
あ
っ
た
。
「
夜
会
の
席
で
婦
人
や
紳
士
に
愛
婿
を
振
り
ま
き
な
が
ら
、

彼
女
が
ぺ
ら
ノ
¥
ま
く
し
立
て
る
の
を
聞
い
て
ゐ
る
と
、
何
し
ろ
発
音
は

昔
か
ら
巧
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
変
に
西
洋
人
臭
く
っ
て
、
私
に
は
聞
き

と
れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
彼
女
は
、
と
き
戸
¥
私
を

西
洋
流
に
「
ヂ
ヨ

l
ジ
」
と
呼
び
ま
す
」
(
三

O
ニ
頁
)
。
末
尾
に
は
「
此

れ
を
読
ん
で
、
馬
鹿
々
々
し
い
と
思
ふ
人
は
笑
っ
て
下
さ
い
。
教
訓
に
な

る
と
思
ふ
人
は
、
い
〉
見
せ
し
め
に
し
て
下
さ
い
」
(
三

O
二
頁
)
と
あ

る
。
三
十
六
歳
の
譲
治
は
、
相
変
わ
ら
ず
二
十
三
歳
の
ナ
オ
ミ
に
惚
れ
て

い
た
。
谷
崎
的
意
味
で
、
こ
れ
は
確
か
に
一
種
の
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
だ

ろ
う
。ハ

ン
パ

l
ト
の
ロ
リ

l
タ
に
対
す
る
情
熱
は
、
譲
治
の
ナ
オ
ミ
に
対
す

る
情
熱
よ
り
も
強
か
っ
た
。
ハ
イ
カ
ラ
な
活
動
女
優
の
「
タ
イ
プ
」
に
そ

っ
く
り
だ
と
い
う
よ
う
な
、
っ
か
み
所
の
な
い
理
由
に
発
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
十
三
歳
の
時
に
出
会
い
、
愛
し
あ
い
、
そ
し
て
別
れ

た
同
い
年
の
初
恋
の
相
手
、
そ
の
人
に
似
て
い
た
(
よ
う
に
思
わ
れ
た
)

せ
い
な
の
で
あ
る
。
そ
の
人
の
名
は
ア
ナ
ペ
ル
・
リ

l
、
ポ

I
の
有
名
な

詩
「
ア
ナ
ペ
ル
・
リ

1
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
幼
き
恋

を
歌
い
上
げ
た
も
の
で
、
愛
は
少
女
の
死
で
結
末
を
迎
え
る
が
、
男
の
方

は
病
的
な
ほ
ど
の
情
熱
を
も
ち
続
け
る
。
詩
は
ポ
l
自
身
の
、
十
三
歳
の

い
と
こ
に
対
す
る
熱
愛
と
結
婚
の
体
験
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
生

と
芸
術
が
完
全
に
照
ら
し
あ
っ
て
い
る
。
ハ
ン
パ

1
ト
は
更
な
る
ア
ナ
ペ

ル
・
リ
ー
を
求
め
続
け
、
青
春
そ
し
て
中
年
期
の
長
い
歳
月
を
過
ご
し
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
純
粋
で
若
々
し
い
は
ず
の
情
熱
は
、
幾
多
の
春
秋
を

経
て
、
露
骨
で
邪
悪
な
破
壊
的
妄
執
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
イ
カ
ラ
な
メ
リ
l
・
ピ
ク
フ
ォ
ー
ド
に
対
し
て
、
永

遠
の
少
女
ア
ナ
ペ
ル
が
あ
り
、
動
物
愛
玩
の
暗
喰
に
対
し
て
、
「
ニ
ン
フ

エ
ツ
ト
」
へ
の
盲
目
的
礼
讃
が
あ
る
。
無
論
「
ニ
ン
フ
ェ
ッ
ト
」
と
は
幼

い
妖
精
の
こ
と
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
森
や
川
に
住
む
美
し
く
神
秘
的
な

女
神
で
あ
る
が
、
ハ
ン
パ

1
ト
は
そ
の
古
典
文
学
上
の
先
例
と
し
て
、
ヴ

ァ
l
ジ
ル
の
詩
や
ダ
ン
テ
の
ぺ
ア
ト
リ

I
チ
ェ
や
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
ラ
ウ
ラ

を
挙
げ
て
い
る
(
二
九
頁
)
。
一
方
ロ
リ
l
タ
は
ま
さ
し
く
現
代
の
(
五

十
年
代
ア
メ
リ
カ
の
)
少
女
で
あ
り
、
生
き
生
き
と
し
た
俗
っ
ぽ
い
言
葉

遣
い
や
、
だ
ら
し
な
い
程
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
、
あ
け
す
け
で
気
ま
ぐ
れ

な
様
子
が
、
こ
と
細
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
全
て
を
通
じ
て
「
永
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遠
の
女
性
」
、
い
や
寧
ろ
「
永
遠
の
少
女
」
の
片
鱗
が
う
か
が
え
る
。
ィ

ヴ
は
ハ
ン
パ

l
ト
博
士
の
姿
を
し
た
ア
ダ
ム
を
誘
惑
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ロ
リ
l
タ
と
首
尾
よ
く
寝
る
こ
と
が
で
き
た
時
、
(
彼
自
身
が
少
女

に
薬
を
飲
ま
せ
、
周
到
な
準
備
の
上
で
ベ
ッ
ド
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
に
も
か

か
わ
ら
ず
)
自
分
を
そ
そ
の
か
し
た
の
は
女
の
方
だ
と
主
張
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ハ
ン
パ

l
ト
の
言
う
こ
と
は
眉
唾
で
あ
る
。
ロ
リ
l
タ
を

男
た
ら
し
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
彼
の
方
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
パ

l
ト
の

ポ
1
ズ
は
、
こ
の
本
を
、
感
受
性
が
鋭
く
基
本
的
に
上
品
、
む
し
ろ
意
志

の
弱
い
恋
の
犠
牲
者
の
も
の
だ
と
見
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
て

い
る
。
「
私
が
獣
欲
に
狂
っ
た
悪
党
で
は
な
い
こ
と
を
、
そ
ん
な
も
の
で

あ
る
は
ず
が
な
い
こ
と
を
、
ど
う
で
も
証
明
し
た
か
っ
た
」
「
私
が
に
じ

り
動
い
た
あ
の
お
だ
や
か
な
夢
の
地
帯
は
、
詩
人
の
固
有
領
域
で
、
犯
罪

者
の
俳
個
す
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
」
(
二

O
O頁
)
と
、
彼
は
疑
念
を

払
お
う
と
す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
並
外
れ
た
弁
解
だ
。
ハ
ン
パ

l
ト
は

抜
け
目
の
な
い
語
り
手
で
あ
り
、
信
用
が
な
ら
な
い
。
し
か
し
ロ
リ

l
タ

の
方
も
、
処
女
で
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
の
早
熟

な
子
供
で
あ
り
、
十
二
歳
半
で
既
に
処
女
を
失
っ
て
い
た
。
そ
の
相
手
は

「
小
さ
な
レ
ズ
ピ
ア
ン
」
だ
と
ハ
ン
パ

l
ト
は
考
え
た
が
、
あ
る
い
は
彼

が
恐
れ
憎
ん
で
い
た
少
年
た
ち
の
一
人
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
「
髪
を

き
れ
い
に
刈
っ
て
、
て
か
て
か
に
光
ら
し
、
派
手
な
シ
ャ
ツ
と
上
着
を
着

た
、
す
き
の
な
い
目
つ
き
の
、
青
白
い
顔
の
チ
ン
ピ
ラ
ど
も
」
(
二
三
八

頁
)
、
「
体
の
ひ
ょ
ろ
長
い
淋
病
で
も
わ
ず
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
金
髪
の
醜

男
の
高
校
生
」
(
二
三
九
頁
)
と
、
ハ
ン
パ

1
ト
は
毒
づ
い
て
い
る
。

ハ
ン
パ

l
ト
が
恋
敵
を
恐
れ
る
の
は
も
っ
と
も
だ
が
、
本
当
の
敵
は
物

語
に
早
く
か
ら
ち
ら
ち
ら
と
姿
を
見
せ
る
劇
作
家
で
あ
っ
た
。
二
回
目
の

大
陸
横
断
旅
行
で
、
ロ
リ
l
タ
は
ハ
ン
パ

l
ト
の
も
と
か
ら
逃
げ
出
し
、

ク
レ
ア
・
キ
ル
テ
ィ

l
と
駆
け
落
ち
す
る
。
ハ
ン
パ

l
ト
は
絶
望
し
、
三

年
間
二
人
を
探
し
続
げ
た
。
ロ
リ
l
タ
を
見
つ
り
出
し
た
時
に
は
、
彼
女

は
容
色
衰
え
、
労
働
者
の
妻
に
お
さ
ま
っ
て
お
り
、
貧
し
く
、
身
ご
も
っ

て
い
た
。
こ
の
感
動
的
な
場
面
で
、
ハ
ン
パ

1
ト
は
初
め
て
、
性
欲
で
は

な
く
愛
情
を
感
じ
、
ロ
リ
l
タ
の
幼
少
期
を
踏
み
に
じ
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
後
悔
と
阿
責
の
念
に
か
ら
れ
る
。
そ
し
て
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ユ
ー
モ
ア
の
利
い
た
グ
ロ
テ
ス
ク
な
殺
人
場
面
で
あ

る
。
ハ
ン
パ

l
ト
は
な
ぶ
る
よ
う
に
恋
敵
を
処
刑
し
、
「
キ
ル
テ
ィ

l
」

と
い
う
声
が
こ
だ
ま
し
た
(
彼
は
「
ギ
ル
テ
ィ

l
」
と
言
葉
遊
び
に
ふ
げ

っ
て
い
た
)
。
こ
の
小
説
は
、
殺
人
事
件
の
裁
判
を
待
つ
聞
に
書
か
れ
た

告
白
で
あ
り
『
ア
ポ
ロ
ギ
ア
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
裁
判

が
行
わ
れ
る
前
に
ハ
ン
パ

l
ト
は
死
に
、
ま
た
ロ
リ

l
タ
も
出
産
で
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
。
二
人
(
キ
ル
テ
ィ
ー
を
含
め
れ
ば
三
人
)
の
命
が
失
わ

れ
て
お
り
、
決
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
恐
ら

く
、
ハ
ン
パ

1
ト
の
改
心
に
よ
る
救
済
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
面
白
く
、
機
知
に
富
み
、
邪
悪
で
美
し
い
テ
ク
ス
ト
が
残

っ
た
。
芸
術
に
よ
っ
て
永
遠
の
も
の
と
な
っ
た
ニ
ン
フ
ェ
ッ
ト
、
ロ
リ
ー

タ
と
共
に
。

最
後
に
、
二
人
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
を
見
て
み
た
い
。
二
人
の
ヒ
ロ
イ

ン
の
名
は
、
両
小
説
の
英
語
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
谷
崎
の
小
説

で
、
最
初
に
譲
治
は
正
し
く
ナ
オ
ミ
の
名
前
に
ひ
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
「
奈
緒
美
」
は
素
敵
だ
、

Z
〉
O
Z
H
と
書
く
と
ま
る
で
西
洋
人
の
や
う

だ
」
(
四
頁
)
。
ナ
オ
ミ
と
い
う
名
前
は
、
譲
治
の
「
西
洋
」
崇
拝
を
象
徴

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
言
う
「
西
洋
」
と
は
、
大
正

時
代
の
日
本
の
大
衆
文
化
の
中
の
「
西
洋
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
谷
崎
は

ナ
オ
ミ
と
い
う
名
前
、
ナ
オ
ミ
と
い
う
少
女
の
形
を
使
っ
て
、
再
構
築
さ

れ
た
「
西
洋
」
の
魅
力
と
欠
点
の
両
方
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
意

味
で
、
ナ
オ
ミ
と
い
う
名
前
は
こ
の
小
説
の
大
き
な
主
題
|
|
専
ら
空
想
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ナボコフの「ロリータjと谷崎の「痴人の愛j一対比の試み

上
の
、
大
衆
文
化
の
中
の
モ
ダ
ン
な
「
西
洋
」
|
|
を
如
実
に
示
し
て
い

る
。
一
方
日
本
の
批
評
家
は
、
ナ
オ
ミ
と
い
う
名
の
も
つ
意
味
に
注
目
し

て
い
る
。
あ
る
批
評
家
は
「
痴
人
の
愛
』
の
ナ
オ
ミ
と
滋
石
の
『
草
枕
』

の
那
美
の
対
比
を
行
い
、
「
痴
人
の
愛
』
は
滋
石
的
文
学
に
対
す
る
一
種

の
批
評
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
(
注
M
)
。

ナ
ポ
コ
フ
の
小
説
の
場
合
、
名
前
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
谷
崎
の
場
合
の
よ
う
な
、
主
題
と
し

て
の
中
心
な
ど
で
は
な
く
、
連
想
を
も
っ
た
響
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。

「
ロ
リ

I
タ
」
は
作
品
名
で
あ
り
、
小
説
の
目
頭
の
言
葉
で
あ
り
、
最
後

の
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
有
名
な
冒
頭
の
段
落
で
、
ナ
ポ
コ
フ
(
及
び
ハ
ン

パ
l
ト
)
は

ε
h
o
E
白・ご
m
E
O同
ヨ
可

~
q
P
2
5
0『

gv『

~
o
Z凹
ョ
と
、

頭
韻
を
踏
ん
で
楽
し
ん
で
い
る
。
第
二
文
で
は
、
ロ
リ

1
タ
と
発
音
す
る

時
の
舌
の
勤
き
も
描
き
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
頭
韻
を
使
っ
て
い
る
。

z
S巾

三日

)
O『

H
F
m
H
Oロ
m
c白
E
R
E
m
白同門戸℃

O
同
H
F
5
0
回
同
告
白
色
04〈ロ

hp叩

円
】
何
回

g
h
o
h
o
E円
Y
田
町

hb『史
Y
Oロ
HF巾同町内
WHF・
F
0・
F
巾
目
・
吋
回
・
=

恋
人
の
名
前
の
響
き
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
述
べ
た
後
、
語
り
手
は
、
短

い
あ
だ
名
、
長
い
あ
だ
名
、
本
名
、
自
分
が
好
き
な
呼
び
方
な
ど
、
ロ
リ

ー
タ
の
名
前
を
あ
れ
こ
れ
考
え
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
彼
の
「
ニ
ン
フ
エ
ツ

ト
」
の
様
子
を
結
び
つ
け
た
。
「
朝
、
ソ
ッ
ク
ス
を
片
方
だ
け
は
き
か
け

て
立
つ
四
フ
ィ
ー
ト
十
イ
ン
チ
の
彼
女
は
ロ
だ
。
た
だ
の
ロ
だ
。
ス
ラ
ッ

ク
ス
を
は
く
と
ロ

l
ラ
だ
。
学
校
で
は
ド
リ

l
だ
。
正
式
に
は
ド
ロ
レ

ス
。
し
か
し
、
私
の
腕
に
抱
か
れ
る
と
き
の
彼
女
は
、
い
つ
も
ロ
リ
l
タ

だ
。
」
こ
四
頁
)
。
作
品
を
通
じ
、
主
人
公
は
ム

l
ド
や
状
況
に
あ
わ
せ

て
、
呼
び
方
を
い
ろ
い
ろ
に
使
い
分
同
り
て
い
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
旅

行
中
、
彼
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン

-
R
ロ
レ
ス
(
ド
ロ
レ
ス
伝
道
所
)
を
訪
れ
て

い
る
。
こ
の
教
会
は
実
際
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
た
る

悲
し
み
の
聖
母
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
意
即
妙
と
い
う
か
罰
当
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た
り
と
い
う
べ
き
か
、
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ド
ロ
レ
ス
」
は
、
こ
の
本
の
題

名
に
も
っ
て
こ
い
だ
と
伎
は
述
べ
る
。
主
人
公
の
最
後
の
五
年
間
は
、
唯

一
の
使
命
た
る
ド
ロ
レ
ス
つ
ま
り
ロ
リ

l
タ
に
身
を
捧
げ
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
結
局
そ
れ
は
、
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ポ
ス
イ
プ
ル
」
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
「
私
が
お
ま
え
と
永
遠
の
生
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
れ
ば
、
た
だ
ひ
と
つ
、
こ
れ
[
芸
術
と
い
う
避
難
場
所
]
し
か
な
い

の
だ
」
「
ロ
リ

l
タ
よ
」
(
四
六
七
頁
)
。
小
説
の
結
末
は
冒
頭
部
分
と
同

様
、
「
ロ
リ
1
タ
」
と
い
う
な
ま
め
か
し
い
三
音
節
で
終
わ
る
の
で
あ
る
。

*
作
品
か
ら
の
引
用
ぺ

1
ジ
は
、
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
」
第
十
巻
(
中

央
公
論
社
、
一
九
八
二
)
及
び
ナ
ポ
コ
フ
著
・
大
久
保
康
雄
訳
『
ロ

リ
l
タ
』
(
新
潮
文
庫
、
一
九
八

O
)
に
よ
る
。

注
1

『
ロ
リ

l
タ
」
の
成
立
及
ぴ
複
雑
な
出
版
経
緯
に
関
し
て
は
、

ナ
ポ
コ
フ
「
『
ロ
リ
l
タ
』
に
つ
い
て
」
(
新
潮
文
庫
版
、
四
六
八
|

四
七
七
頁
)
参
照
。

注
2

ケ
ン
・

K
・
イ
ト

l
「
「
異
端
者
の
悲
し
み
」
の
「
は
し
が

き
」
」
。
『
谷
崎
潤
一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九

九
七
)
所
収
。

注
3

ア
ン
ソ
ニ

l
・
H
・
チ
ェ
ン
パ

l
ス
「
春
の
な
ご
り
に
|
政
治

小
説
と
し
て
の
『
細
雪
」
」
。
前
掲
『
谷
崎
潤
一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
』
所
収
。

注
4

嶋
中
臨
二
「
『
鍵
」
と
ワ
イ
セ
ツ
に
つ
い
て
」
。
前
掲
『
谷
崎
潤

一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
所
収
。

注
5

谷
崎
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
野
村
尚
吾
『
伝
記
谷
崎
潤
一
郎
」

(
六
奥
出
版
、
一
九
七
四
)
参
照
。

，
注
6

中
村
光
夫
「
谷
崎
潤
一
郎
論
」
(
河
出
書
房
、

五
一
頁
。

一
九
五
二
)
、

注
7

同
巾
口
問

-HZw
て
を
.
ロ
ま
ミ
.
b
S
Rミ
~
M
2
b
ミ
hhN静
注
、
守

HeshNN

S
O
司骨片町

(ω
窓口問。円円

-
C
E
4巾門的一昨日、司『
mmmrHUUH)-uu-Hm∞l
吋
0

・

注
8

ワ
イ
ル
ド
と
谷
崎
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
司
自
己
-
司
・

z
n
n白
3Z-E、H，白
E
S
E
-印
戸
山
丹
向
日
弓
何
M

向。門

E
m
g
一
〉
の
白
回
目
。
片

岡】円

o
g
z
o
巧

m
m
g
g
E
2
5
R
m・
-
、
一
一
九
|
一
二
三
頁
参
照
。

「
英
米
文
学
』
第
四
十
四
号
(
立
教
大
学
、
一
九
八
四
)
所
収
。

注
9

ナ
ボ
コ
フ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
回
ユ
白
ロ
回
O
可
門
戸
て
目
町
h
q
s守

ミ
rNF忌ロ
tuhb町
勾

R
a札
ぎ
て
s
a
(凸

}
戸
田
丹
円

ohr
巧
-
E
E
L
S
-
)

お
よ
び

g
s
.
s
s
r
E
q
h
h
t
h
sミ
円
S
F
a
R
E
R
o

hr
巧
一
ロ
含
凹

-HSH)
の
二
冊
を
参
照
。

注
目
例
え
ば
、

z
w
z
m
-
巧

oop
ヨ
ミ
ミ
品
E
Sぱ

hvSFな
勺

S
F
D
宣
言
、
h
b
n
F
h
u
c
¥
3
.一円
凡
な
芯

(
E
g
r
o
-
-由
主
)
ゐ
-
N
N
-

N
H
O
R

・
2
匂自由一

g-

注
目
幼
少
期
お
よ
び
若
年
期
に
谷
崎
が
触
れ
た
国
内
外
の
大
衆
文
化

に
つ
い
て
は
、
谷
崎
「
幼
少
時
代
」
参
照
。
英
訳
は
、

GNmミ
吉
え

て
S
3
h
H
h
h
s
s守
(
丹

E
5・
PHZ一
宮

nnロユ}回目二日ハ
O
己ロロ

my白

目ロ同問『ロ白
-zoロ白ア】由∞∞)。

注
ロ
ジ
ヨ
ア
ン
・

R
・
バ
ー
ナ
ー
デ
ィ
「
文
学
的
連
環
|
谷
崎
潤
一

郎
と
「
純
映
画
劇
」
運
動
」
。
前
掲
『
谷
崎
潤
一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
』
所
収
。

注
目
「
痴
人
の
愛
」
と
「
源
氏
物
語
」
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
奈

恒
平
『
谷
崎
潤
一
郎
」
(
筑
摩
書
房
、
一
九
八
九
)
参
照
。

注
M

浅
野
洋
「
反
・
山
の
手
の
物
語

l
「
痴
人
の
愛
」
の
戦
時
」
。

「
昭
和
文
学
論
考
|
マ
チ
と
ム
ラ
と
』
(
八
木
書
底
、
一
九
九

O
)
所

収
。
初
期
の
評
論
に
現
れ
て
い
る
見
解
を
ま
と
め
た
上
で
、
激
石
及

び
そ
の
作
品
に
対
す
る
谷
崎
の
批
判
的
立
場
に
つ
い
て
、
新
た
な
見

方
を
提
示
し
て
い
る
、
有
益
な
論
文
で
あ
る
。

-
-
E三
宮
色
白
ユ
芝
駿
河
台
大
学
教
授
・
比
較
文
堂
1
|
|
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